
                                        

 

算数 

■算数科の目標 
数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育成する

ことを目指す。 
(1) 数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解するとともに、日常の事象を数理
的に処理する技能を身に付けるようにする。 

(2) 日常の事象を数理的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力、基礎的・基本的な数量や図形の性
質などを見いだし統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表し
たり目的に応じて柔軟に表したりする力を養う。 

(3) 数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き、学習を振り返ってよりよく問題解決しようとする態度、
算数で学んだことを生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

 
■算数科の特質に応じた見方・考え方 

事象を、数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え、根拠を基に筋道を立てて考え、統合的・発展
的に考えること。 

 
■高知県が目指す授業づくり 
○算数科における「学びを変える」授業づくりとは 

算数・数学の問題発見・解決の過程としての数学的活動を充実 
させることです。そのためには、単に問題を解決することのみな 
らず、問題解決の過程や結果を振り返って、得られた結果を捉え 
直したり、新たな問題を見いだしたりして、統合的・発展的に考 
察を進めていくことが大切です。 

 
○算数科における「学びをつなげる」授業づくりとは 

 数学的な見方・考え方を算数・数学の問題発見・解決の過程の 
中で働かせながら、知識及び技能を習得したり、習得した知識及 
び技能を活用して課題を探究したりすることです。そのためには、 
三つの柱の資質・能力の全てに対して数学的な見方・考え方を働かせ、算数の学びの中で数学的な見方・
考え方を鍛えていくことが大切です。 

 
○算数科における「学びを高める」授業づくりとは 

数学的な見方・考え方を働かせながら、日常の事象を数理的に捉え、算数の問題を見いだし、問題を自
立的、協働的に解決し、学習の過程を振り返り、概念を形成するなどの学習の充実を図ることです。その
ためには、事象を算数の舞台にのせ、数理的に処理できるようにする過程が大切です。また、数学的な見
方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、新たな知識・技能を見いだしたり、それらと既習の知識と統
合したりして思考や態度が変容する「深い学び」を実現させていくことが大切です。 

 
■算数科の特質に応じて、効果的な学習展開ができるように配慮すべき内容 
○継続的な指導や学年間の円滑な接続 

各領域の内容等を数学的な見方・考え方の視点で位置付けた上で、児童が自立的・協働的に数学的活動
に取り組めるようにすることが大切です。そして、継続的に取り組んだ数学的活動を振り返り、問題解決
の方法を身に付けられるようにすることも大切です。 
また、数学的に考える資質・能力の育成やその維持を図るために、問題解決における知識及び技能の積

極的な活用を図るとともに、思考の過程や結果について、判断したり、表現したりする機会を設けるなど、
計画的な指導を工夫することが求められます。さらに、児童の学習状況をみながら、適宜練習の機会を設
けたり、適切な反復による学習を位置付けたりして指導することも大切です。 

 
○領域間の指導の関連 

 算数科の各領域の内容は、互いに深く関連しており、ある領域で指導する内容を、他領域の内容の学習
指導の場面で活用するなど、複数の領域間の指導の関連を図るようにすることが大切です。 
 

○考えを表現し伝え合うなどの学習活動 
算数科の指導では、言葉による表現とともに、図、数、式、表、グラフといった数学的な表現の方法を

用いることに特質があります。 
各学年の内容の指導に当たっては、具体物、図、言葉、数、式、表、グラフを用いて考えたり、説明し

たり、互いに自分の考えを表現し伝え合ったり、学び合ったり、高め合ったりするなどの学習活動を積極
的に取り入れ、思考力、判断力、表現力等を育成することが大切です。 



エ 問題解決の過程や結果を、具体物や図などを用いて表現する活動 
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知識及び技能 
(ｳ) 数の大小や順序を考えることによ
って、数の系列を作ったり、数直
線の上に表したりすること。 

(ｴ) 一つの数をほかの数の和や差とし
てみるなど、ほかの数と関連付け
てみること。 

(ｵ) ２位数の表し方について理解する
こと。 

(ｶ) 簡単な場合について、３位数の表
し方を知ること。 

(ｷ) 数を、十を単位としてみること。 
(ｸ) 具体物をまとめて数えたり等分し
たりして整理し、表すこと。 

思考力、判断力、表現力等 

(ｱ) 数のまとまりに着目

し、数の大きさの比べ

方や数え方を考え、そ

れらを日常生活に生か

すこと。 

《本単元の関連領域》 
第１学年 A 数と計算 （１）  

ア(ｱ) ものとものとを対応させることによって、ものの個数を比べること。 

 (ｲ) 個数や順番を正しく数えたり表したりすること。 

第１学年 A 数と計算 （２）  

ア(ｱ) 加法及び減法の意味について理解し、それらが用いられる場合について知ること。 

(ｲ) 加法及び減法が用いられる場面を式に表したり、式を読み取ったりすること。 

(ｳ) １位数と１位数との加法及びその逆の減法の計算が確実にできること。 

(ｴ) 簡単な場合について、２位数などについても加法及び減法ができることを知る 

こと。 

イ(ｱ) 数量の関係に着目し、計算の意味や計算の仕方を考えたり、日常生活に生かしたり

すること。 

《個々の子供の状況に応じた配慮》 

◇具体物を数える活動を通して、「10 のまとまりをつくる」ことに着目できるようにす

る。 

◇一つの数を多面的にみることが難しい場合は、具体物や半具体物を操作させたり、数

の合成や分解の仕方を可視化したりすることにより、数を構成的にみることができる

ようにする。 

５ ０ 

２５＝１８＋７ 

・２０より大きい数を多面的な見方でみるこ
とができる力。 

・具体物や図などを用いて、数の表し方を考
察し、表現する力。 

２５ 

２５ 

２５ 

２０ ５ 

●一つの数を合成により構成的にみて、数の感覚
を豊かにする活動 

 
 
 
 
 
（例） 
・２０より大きい数を構成的に捉えたことを式で
表し、その式を考察すること。 

 

●一つの数を分解により構成的にみて、数の感覚
を豊かにする活動 

 
  

 
（例） 
・２０より大きい数を他の二つの数の和としてみ
ること。 

＊「２５」は、どんな数かな。２０と５に分けら
れる他に、どのように分けることができるか
な。 
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幼児期 

◆遊びや生活の中で、

自らの必要感に基づ

き、数量などに親し

む体験を重ね、興味

や関心、感覚をもつ

こと。 

第２学年 

◆数とその表現や数量の関係

に着目し、必要に応じて具体

物や図などを用いて数の表

し方や計算の仕方などを考

察すること。 

第３学年 

◆数とその表現や数量の関係

に着目し、必要に応じて具体

物や図などを用いて数の表

し方や計算の仕方などを考

察すること。 

 

第４学年 

◆数とその表現や数量の関係

に着目し、目的に合った表現

方法を用いて計算の仕方な

どを考察すること。 

 

 

第６学年 

◆数とその表現や計算の意味

に着目し、発展的に考察し

て問題を見いだすともに、

目的に応じて多様な表現方

法を用いながら数の表し方

や計算の仕方などを考察す

ること。 

 

第５学年 

◆数とその表現や数量の関係

に着目し、目的に合った表現

方法を用いて数の性質や計

算の仕方などを考察するこ

と。 

 

中学校 

◆数の範囲の拡張と数の概念を理解すること。 

◆新しく導入された数の四則計算の意味を理解し、 

それらの数を用いて表したり処理したりすること。 

◆文字のもつ意味、特に変数の意味を理解すること。 

◆文字を用いた式に表現したり、文字を用いた式の 

意味を読み取ったりすること。 

◆文字を用いた式の計算や処理をすること。 

◆既に学習した計算の方法と関連付けて、文字を用い

た式の計算の方法を考察し表現すること。 

◆文字を用いた式を具体的な場面で活用すること。 

・「１８」は、１０が１個と１が８個と捉えたこ

とを想起させ、同じように１０のまとまりに着

目することで、１０の個数と端数で数を表現で

きることに気付かせる。 

主
な
資
質
・
能
力
の
系
統 

小学校 第１学年 A 数と計算（１） 「大きな かず」 

・例えば、「４８」については、一の位は８、十
の位は４であり、これは１が８個、１０が４個
あるという意味であることを捉えている姿。 

・数を数字で書き表す場合、一、十などの単位の
大きさを位置で表すことを見いだしている姿。 

●１０のまとまりの個数と端数という数え方を
基にして、２位数が表現されていることの理
解を図る活動 

 
 
 
 
（例） 
・数の表し方を考えること。 
＊２０より大きい数は、どうやって表したらい
いのかな。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・２位数の表し方について理解し、数を
単位の幾つ分の集まりと捉えることが
できる力。 

学びに向かう力、人間性等 

数の構成と表し方について親しみ、算数で学んだことのよさや楽

しさを感じながら学ぶ態度。 

《他教科等との関連》 

【生活】第１学年 「きれいにさいてね」、「たのしいあきいっぱい」 

 
 

・数の構成を具体的操作とともに可視化していくこ

とで、一つの数を多面的に見ていけるようにして

いくとともに、数の感覚を豊かにしていくように

する。 

・式を読むことを通して、加法の計算のきまりの素

地を培っていくようにする。 

・二つの数量に同じ数ずつ足したり引いたりしても

答えは変わらないことを可視化するとによって理

解できるようにする。 

・数の構成を具体的操作とともに可視化していくこ

とで、一つの数を多面的に見ていけるようにして

いく。 

・式からそれに対応する具体的な数量の関係を捉え
ている姿。 

・和が１ずつ大きくなっているのは、被加数または
加数が１ずつ大きくなっているからだと見いだし
ている姿。 

・２０から１減り、５が１増えても２５になるとい
うことから、２５は１９と６に分けられること
や、２０から２減り、５が２増えても２５になる
ということから、１８と７にも分けられることな
どを見いだしている姿。 

 

・２０より大きい数を多面的な見方でみる
ことができる力。 

 

２０と５で２５ 

２０と６で２６ 

２０と７で２７ ２２と５で２７ 

２１と５で２６ 
２０＋６＝２６ 

２０＋７＝２７ 

２１＋５＝２６ 

２２＋５＝２７ 

２０＋５＝２５ 



                                                     

・三角形や四角形の構成要素に着目できるよう

にするために、大きさや向きが異なる図形、

一部が閉じていない図形、曲線を含む図形を

提示し、弁別の理由を問うようにする。 

ウ 算数の学習場面から見いだした算数の問題を、具体物、図、数、式などを用いて解決し、結果を確かめる活動 

●図形を構成する要素に着目して、正方形、
長方形、直角三角形をすきまなく敷き詰め
てできた模様から既習の図形を見いだす活
動 

 
 
 
 
 
 
（例） 
・正方形や長方形、直角三角形を敷き詰めて
できた模様から、様々な大きさの正方形や
長方形を見いだすこと。 

 
 
 
 
 
＊しきつめたもようから、どんな形がみえる
かな。 

＊正方形を二つならべてできた形は、長方形
かな。 

・正方形、長方形、直角三角形を敷き詰めて
できた模様や身の回りの敷き詰め模様から
図形の構成要素に着目して既習の図形を見
いだす力。 

 

●図形を構成する要素である辺の長さや直角に
着目し、三角形、四角形の特徴を見いだす活
動 
 

 
 
 
 
 
 
（例） 
・長方形の紙を折ってできた四角形の四つの辺
の長さが等しくなることや角が直角になるこ
とを確かめること。 

 
＊できた四角形は、長方形と 
どんなところがちがうかな。 

 
 
＊向かい合う辺の長さは同じ 
 かな。 

 
＊四つの角の形は直角かな。 
 三角定規で調べてみよう。 

・図形を構成する要素である辺の長さや直
角に着目し、向きや大きさに関係なく正
方形、長方形、直角三角形の意味や性質
について捉える力。 

・身の回りから敷き詰められた正方形や長方
形、直角三角形などを見いだし、理由を明確
にしている姿。 

・正方形、長方形、直角三角形で敷き詰める活
動を通して、できる模様の美しさや平面の広
がりに気付いている姿。 

 
 
 
 
・なぜ敷き詰めることができたのかを問うこと

で、図形の構成要素に着目できるようにする。  

・敷き詰めてできた模様から見いだした図形に

ついて、本当にその図形であるかどうかを確

かめることで、構成要素に着目できるように

する。 

・辺の長さや直角の数に着目し、図形の特徴を捉
えている姿。 

・図形の大きさや向きに関係なく、図形の辺の長
さや直角に着目し、意味や性質を捉えている
姿。 

 

・長方形の紙を折って正方形を作るなどの活動

を通して、４辺の長さが等しくなることや角

が直角となることなどの図形の構成要素に着

目し、正方形の意味や性質を捉えることがで

きるようにする。 

・3 本の直線で囲まれている形を三角形、４本 
の直線で囲まれている形を四角形と捉えてい
る姿。 

・構成した図形の辺や頂点の数に着目し、三角
形、四角形に弁別している姿。 

 
 
 
 

 《本単元の関連領域》 

第２学年 C 測定 （１）  

ア(ｲ) 長さについて、およその見当を付け、単位を適切に選択し

て測定すること。 

イ(ｱ) 身の回りのものの特徴に着目し、目的に応じた単位で量の

大きさを的確に表現したり、比べたりすること。 
 
 
《個々の子供の状況に応じた配慮》 

◇図形を観察したり、構成したり、分解したりする操作活動を

通して、図形の特徴を実感的に理解できるようにする。 

（例） 
・紙を折って直角を作ったり、身の回りから角の形が直角であ
るものを見付けたりすること。 
 
 
 
 

・正方形や長方形の向かい合う頂点を結び、 
 二つに分けて直角三角形を作ること。 

 

小学校 第２学年 

学びに向かう力、人間性等 

三角形や四角形などの図形に進んで関わり、数学的に表現・処

理したことを振り返り、数理的な処理のよさに気付き生活や学習

に活用しようとする態度。 
 
 
 
 
知識及び技能 

(ｱ) 三角形、四角形について

知ること。 

(ｲ) 正方形、長方形、直角三  

角形について知ること。 

 
 
 
 

思考力、判断力、表現力等 

(ｱ) 図形を構成する要素に着

目し、構成の仕方を考える

とともに、身の回りのもの

の形を図形として捉えるこ

と。 
 
 
 
 
 
 
 

《他教科等との関連》 

【図画工作】第２学年「ならべてひろげて」 
 
 
 
 

Ｂ 図形（１）「さんかくやしかくの形を調べよう」 

●図形を構成する要素である辺の数と頂点の
数に着目し、いろいろな図形から三角形、
四角形を弁別する活動 

 
 
 
 
 
 
（例） 
・三角形、四角形を見つけたそのわけを説明
すること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
＊どうしてこれは、三角形や四角形と言える
のかな。 

＊どうしてこれは、三角形や四角形と言えな
いのかな。 

 

・図形を構成する要素である辺の数と頂点
の数に着目し、三角形や四角形の構成の
仕方を考察する力。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

第１学年 

◆ものの色、大きさ、位置や材

質を捨象して、形を認め、形

の特徴について捉えること。 

◆形について学ぶことの楽しさ

を感じる経験を通して、図形

に関する関心を喚起し、感覚

を豊かにすること。 

第３学年 
◆図形を構成する要素の関係に着目

し、辺の長さの相等や角の大きさの

相等に着目して正三角形や二等辺三

角形について知るとともに、角につ

いても知ること。 
◆図形を構成する要素に着目し、さら

にその観点を他の図形にも用いよう

とすること。 

第４学年 
◆図形を構成する要素である辺の

平行や垂直の関係に着目し、平

行四辺形、ひし形、台形の性質

を見いだし、これらの図形の構

成の仕方について考えること。 

◆見いだした性質を基に、既習の

正方形、長方形を捉え直すこ

と。 

 

中学校 

◆基本的な図形の概念、図形の性質や関係を理解

すること。 

◆図に表したり、正しく作図したりすること。 

◆図形を直感的に捉えること。 

◆数学的な推論に基づいて考察し表現すること。 

 

第５学年 

◆図形を構成する要素及び図形

間の関係に着目して、図形の

構成の仕方を考えたり、図形

の性質について更に考察した

りすること。（図形の合同・多

角形・正多角形や円） 

 

第６学年 

◆縮図や拡大図については、二つの図形間

の関係に着目し、合同についての考察を

基に、二つの図形が拡大、縮小の関係に

あるのかについて考察すること。 
◆対称な図形については、図形を構成する

要素どうしの関係に着目し、対称性とい

った観点から図形の性質を考察していく

こと。 

本
単
元 

三角定規の一つの

角とぴったり重な

るね。 

正方形や長方形の向かい合う頂点を 

結ぶと、どのような形ができますか。  
 

 
 

  

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 

主
な
資
質
・
能
力
の
系
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ぴったり重なり
合うように折る 直角 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●日常の事象を具体物を用いた操作と関連付けながら、

除法には割り切れない場合があることに気付く活動。 

 

 

 

（例） 

・「あめ 12 こを、1 人に３こずつ配る場面」と「あめ

14 こを、1 人に３こずつ配る場面」を比較して違

いを考えること。 

・既習の割り切れる除法との違いが分かり、割り切れ

ない場合があることに気付くこと。 

・余りの意味について、考えること。 
＊１人に３こずつ配ると何人に配ることができるか

な。 
 
 
 

 

 

 

＊なぜ、あめは余ったのかな。 

 

 

小学校 第３学年 
 

 

A 数と計算（４） 「あまりのあるわり算」 

学びに向かう力、人間性等 
割り切れない場合の除法に進んで関わり、数学的に表現・処理したことを振り返り、

数理的な処理のよさに気付き生活や学習に活用しようとする態度。 
 

●日常の事象から、余りの意味について考え、問題の場

面に応じた余りの処理の仕方を考察する活動。 
 

 

 

（例） 

・「おまんじゅうが 33 こあり、１箱に６こずつ入る箱が

ある場面」を考える。 

＊６こ入りは、何箱できるかな。 

＊全部を箱に入れるには、何箱いるかな。 

         

                （式）３３÷６＝５あまり３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊５箱必要な時と６箱必要な時の違いは何かな。 

 

●アレイ図や式などを用いて、余りの大きさに着目し、余

りの規則性を見付ける活動。 

 

 

（例） 

・「あめ□こを、1 人に 3 こずつ配る場面」を考えるこ

と。 

・余りに着目して、余りの大きさの規則性や除数と余りの

大きさの関係、被除数と除数の関係について考えるこ

と。 

＊余りはどんな数かな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊余りと商の関係はどうなっているのかな。 

＊わる数が変わったら、余りはどうなるかな。 

 

 

 

思考力、判断力、表現力等 
(ｱ) 数量の関係に着目し、計算の意味や 

 計算の仕方を考えたり、計算に関して 

成り立つ性質を見いだしたりするとと 

もに、その性質を活用して、計算を工 

夫したり計算の確かめをしたりするこ 

と。 

(ｲ) 数量の関係に着目し、計算を日常生

活に生かすこと。 

 
 
 
 
 
 
 

知識及び技能 
(ｱ) 除法の意味について理解し、それ

が用いられる場合について知るこ

と。また、余りについて知ること。 

(ｲ) 除法が用いられる場面を式に表し 

たり、式を読み取ったりすること。 

(ｳ) 除法と乗法や減法との関係につい

て理解すること。 

(ｴ) 除数と商が共に１位数である除法

の計算が確実にできること。 

 
 
 
（オ 
 
 

・割り切れる除法と割り切れない除法の似ているところ
と違うところを考え、余りについて捉える力。 

・問題の場面による余りの意味に着目し、場面に応じた
余りの処理の仕方を考える力。 

あめ 14 こを、1 人に３

こずつ配ると・・・ 

 

・余りの大きさに着目し、余りは除数より小さいことや
余りの規則性を見いだす力。 

 
 

 《本単元の関連領域》第３学年 
A 数と計算（４）  
ア(ｵ) 簡単な場合について、除数が１位数で商が２位数の除法の計算の

仕方を知ること。 
A 数と計算（６）  
ア(ｱ) 等分してできる部分の大きさや端数部分の大きさを表すのに分数

を用いることを知ること。また、分数の表し方について知るこ
と。 

(ｲ) 分数が単位分数の幾つ分かで表すことができることを知ること。 
(ｳ) 簡単な場合について、分数の加法及び減法の意味について理解 

し、それらの計算ができることを知ること。 
イ(ｱ) 数のまとまりに着目し、分数でも数の大きさを比べたり計算した

りできるかどうかを考えるとともに、分数を日常生活に生かすこ
と。 

A 数と計算（7）  
イ(ｱ) 数量の関係に着目し、数量の関係を図や式を用いて簡潔に表した 

り、式と図を関連付けて式を読んだりすること。 

 

《他教科等との関連》 

【理科】第 3 学年 「種の数を数えて、みんなで分ける」 

【体育】第 3 学年 「ラインサッカーやタグラグビーの時の 

グループづくり」 

・問題場面に応じて商や余りの処理の仕方を考えている

姿。 

・余りの処理の仕方に着目して、二つの場面を比較して考

えている姿。 

・余りのある除法の計算について、既習の除法と関連させな
がら、具体物、図、数、式などを用いて説明している姿。 

・余りに着目して、余りの規則性や余りが除数より小さいこ
とに気付いている姿。 

 
 

・余りのある除法について、割り切れる除法を基にして
考えている姿。 

・余りの意味について、余りの数量と除数に着目して、
比較して考えている姿。 

 
 

《個々の子供の状況に応じた配慮》 
◇「余り」「足りない」という概念を理解させるために、半具体物
の操作やアレイ図などを用いて、式と対応させながら理解できる
ようにする。 

◇問題文の読み取りや数量の関係をイメージすることが難しい場合
は、文章中のキーワードを確認したり図や絵を用いたりするなど
の工夫を行う。 
（例）アレイ図を囲んで、余りの数を見いだす。 

 

 

  

 

 

・二つの場面を比較し、考え、表現する場面を設定する。 

・それぞれの場面と、式とアレイ図などを関連付けて考え

させるようにする。 

・問題場面に照らし合わせて余りの意味を考えさせること

で、得られた結果を振り返って考察できるようにする。 

・余りのある除法の計算の意味と計算方法について、既習の

除法と関連付けながら、余りの規則性を見いださせるよう

にする。 
・被除数が３の時の結果と関連付けて、被除数が４の時は、

余りはどうなるのかを類推させ、被除数が３の時と同じよ

うなきまりが成り立つのかを考えさせるようにする。 

・割り切れる除法の学習経験と結び付けながら考えさせ

るようにする。 
・アレイ図を使って、余りのある除法の場面を可視化

し、余りの意味について表現させるようにする。 

主
な
資
質
・
能
力
の
系
統 

中学校 

◆数の範囲の拡張と数の概念を理解すること。 

◆新しく導入された数の四則計算の意味を理解し、それ

らの数を用いて表したり処理したりすること。 

◆文字のもつ意味、特に変数の意味を理解すること。 

◆文字を用いた式に表現したり、文字を用いた式の意味

を読み取ったりすること。 
◆文字を用いた式を具体的な場面で活用すること。 

第２学年 

◆数のまとまりに着目し、同じ大きさの集ま

りにまとめて数えること。 

◆乗法について、数量の関係に着目し、乗法

の意味や計算の仕方を考えたり計算に関し

て成り立つ性質を見いだしたりするととも

に、その性質を活用して、計算を工夫した

り計算の確かめをしたりすること。 

第４学年 

◆多数桁の除法が基本的な計算を基にしてでき

ることを理解したり、桁数の多い計算の仕方

を発展的に考えたりして、それらを生活や学

習に用いること。 
◆小数の乗法及び除法について、数のまとまり

に着目して、被乗数、被除数が小数の場合の

乗法や除法、ある量の何倍かを表すのに小数

を用いることがあることを理解すること。 

本
単
元 

第５学年 

◆整数及び小数の四則計算について、計算の意

味に着目し、計算の仕方を考えたりそれらを

日常生活に生かしたりすること。 
◆数を構成する単位に着目し、数の相等及び大

小関係について考察することや分数の表現に

着目し、除法の結果の表し方を振り返り、分

数の意味をまとめること。 

 

第６学年 

◆分数の乗法及び除法の計算の仕方を考え、

それらの計算ができること。 
◆数の意味と表現、計算に関して成り立つ性

質に着目し、多面的に捉え、計算の仕方を

考えること。 

第１学年 

◆120 程度までの数

について、数のまと

まりに着目し、数の

比べ方や数え方を考

えること。 

イ 日常の事象から見いだした算数の問題

を、具体物、図、数、式などを用いて

解決し、結果を確かめる活動 

ウ 算数の学習場面から見いだした算数の

問題を、具体物、図、数、式などを用

いて解決し、結果を確かめる活動 

イ 日常の事象から見いだした算数の問題

を、具体物、図、数、式などを用いて

解決し、結果を確かめる活動 

６個入りが何箱 
できるかなので・・・ 

全部を箱に入れるには 
何箱いるかなので・・・ 

 
 
 
12÷３＝４ 
13÷３＝４あまり１ 
14÷３＝４あまり２ 
15÷３＝５ 
16÷３＝５あまり１ 

わる数 あまり 
 
 
 
12÷４＝３ 
13÷４＝３あまり１ 
14÷４＝３あまり２ 
15÷４＝３あまり３ 
16÷４＝４ 
17÷４＝４あまり１ 

わる数 あまり 

あめ 1２こを、1 人に３

こずつ配ると・・・ 

 



 

                                                                                                              

                                                 

・20×７を 20 を 10 の２個分とみて、２×７＝14

→14 の 10 個分で 140 と求めてきたことを想起さ

せ数を構成する単位に着目できるようにする。 

・0.2 の７個分であることを数直線の図に表すことで

視覚的に捉えさせ、整数×整数のかけ算で考えられ

ることを理解できるようにする。 

イ 算数の学習場面から算数の問題を見いだして解決し、結果を確かめたり、発展的に考察したりする活動 

●ある量を倍で表すときに、小数を用いて表し
てよいことや倍の意味について捉え直し、発
展的に考察する活動 

 
 
 
 
 
 
（例） 
・２ｍや 125㎝、120㎝は 50㎝の何倍かを
考えること。 

 
 
 
 
 
＊125 ㎝は 50㎝の２倍と半分だから、2.5
倍になるのかな。 

＊ここまでは 125㎝で考えてみたけれど、長さ
を 120 ㎝に変えたら、何倍になるかな。 

＊120 ㎝は、50㎝を１とみたときいくつにあ
たるといえるのかな。 

＊小数で倍を表すことができるなら、0.8倍な
どもあるのかな。 

・倍を表す場合に小数を用いてもよいこと
を知り、その意味について考察する力。 

・倍の意味を「基準量を１としたときに比
較量が幾つに当たるか」と捉え直す力。 

 

●わり進むことの意味を既習の内容を基にして
考え、わり進む場合の計算の仕方を考察する
活動 

 
 
 
 
 
（例） 
・立式し、式の意味を問うこと。 
「６Lのオレンジジュースを４人で等分する
と、１人分は何 L になりますか。」 

・６÷４の計算の仕方を考えること。 
＊あまりの２も 4 等分したいな。0.1のいくつ
分で考えたら４等分できるかな。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・わり進む場合の計算について、数を構成
する単位に着目して、既習の整数÷整数
と関連付けて考える力。 

・ある量の何倍かを表すのに小数を用いてもよいと捉
えている姿。 

・「倍」について「幾つ分」という考え方から、「基準
量を１とみたときに幾つに当たるか」と倍の意味を
捉え直している姿。 

・小数倍の意味について、数直線を用いて説明してい
る姿。 

・数量の関係を数直線に表すことで、基準量と比較量を

確実に捉えることができるようにする。 

・整数では表せないはしたについて、数直線の 2 倍と

3 倍の間を 10 等分して考えることで 50 ㎝を 1 と

みたときに 120 ㎝は 2.4 の目盛りにちょうど当た

ると捉えることができるようにする。 

・余りがある除法の計算において、単位小数のいくつ分か

で考えると、さらにわり進むことができると捉えてい

る姿。 

・余りを単位小数のいくつ分として捉え、整数の除法の計

算に直して考えている姿。 

・余りの数量についても、これまでの考え方をもとに、

わり進むことができないかという視点で考察できるよ

うにする。 

・余りを単位小数のいくつ分として捉えたことと、筆算

を関連付けて説明させることで、筆算の意味を理解で

きるようにする。 

・被乗数を 0.1 のいくつ分として捉え、整数の乗法の

計算に直して考えている姿。 

・既習の計算のきまりを活用して、小数の乗法を整数

の乗法の計算に直して考えている姿。 
 
 

主
な
資
質
・
能
力
の
系
統 

 《本単元の関連領域》 
第４学年 A 数と計算 （３） 

ア(ｱ) 除数が１位数や２位数で被除数が２位数や３位数の場合の計算が、基本

的な計算を基にしてできていることを理解すること。また、その筆算の

仕方について理解すること。 

(ｲ) 除法の計算が確実にでき、それを適切に用いること。 

(ｳ) 除法について、次の関係を理解すること。 

  (被除数)＝(除数)×(商)＋(余り) 

(ｴ) 除法に関して成り立つ性質について理解すること。 

イ(ｱ) 数量の関係に着目し、計算の仕方を考えたり計算に関して成り立つ性質 
を見いだしたりするとともに、その性質を活用して、計算を工夫した 
り、計算の確かめをしたりすること。 

第４学年 A 数と計算 （４） 
ア(ｲ) 小数が整数と同じ仕組みで表されていることを知るとともに、数の相 
  対的な大きさについての理解を深めること。 

(ｳ) 小数の加法及び減法の計算ができること。 
第４学年 C 簡単な場合についての割合 （２） 
ア(ｱ) 簡単な場合について、ある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係と

を比べる場合に割合を用いる場合があることを知ること。 
イ(ｱ) 日常の事象における数量の関係に着目し、図や式などを用いて、ある二  

つの数量の関係と別の二つの数量の関係との比べ方を考察すること。 

 《個々の子供の状況に応じた配慮》 

◇長さ等を表したテープ図と    

倍を表した数直線と式を 

関連付けながら、小数倍の 

意味について考えられるよ 

うにする。 
 
 

小学校 第４学年 

学びに向かう力、人間性等 

小数とその計算について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面

的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度。 

数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとする態度。 

知識及び技能 

(ｱ) ある量の何倍かを表すのに小

数を用いることを知ること。 

(ｴ) 乗数や除数が整数である場合

の小数の乗法及び除法の計算が

できること。 
 
 
 
 
 

思考力、判断力、表現力等 

(ｱ) 数の表し方の仕組みや数

を構成する単位に着目し、

計算の仕方を考えるととも

に、それを日常生活に生か

すこと。 

《他教科等との関連》 

【社会】第４学年「人々の生活環境を支える事業」 
 
 
 
 

A 数と計算（４） 「小数のかけ算とわり算」 

●数を構成する単位に着目したり、乗法の性
質と関連付けたりして、小数×整数の計算
の仕方を考察する活動 

 

 

 

 

（例） 

・立式し、式の意味を問うこと。 

「ゼリーを１人分作るのに、0.2L のオレンジジュー

スが必要です。７人分作るには、全部で何 L 必要で

すか。」 

・0.2×７の計算の仕方を考えること。 

＊小数のたし算、ひき算のときのように 0.1 のいくつ

分で考えてみようかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊二つの考え方の似ているところはないかな。 

 

 

 

 

 

 
 
 

・小数×整数の計算について、数を構成する単位に

着目したり、乗法の性質を用いたりして、既習の

整数×整数と関連付けて考える力。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

第１学年 
◆加法及び減法の意味を考

えたり、加法及び減法が

用いられる場面を式に表

したり、式を読み取った

りすること 

◆数量の関係に着目し、計

算の意味や仕方を考えた

りするとともに、それを

日常生活に生かそうとす

ること。 

第２学年 
◆乗法について、数量の

関係に着目し、乗法の

意味や計算の仕方を考

えたり計算に関して成

り立つ性質を見いだし

たりするとともに、そ

の性質を活用して、計

算を工夫したり計算の

確かめをしたりするこ

と。 

 

第３学年 
◆乗法に関して成り立つ性質について理解し、その性質を

用いて２位数や３位数に１位数や２位数をかける乗法の

計算の仕方を考えること。 

◆除法について、数量の関係に着目し、除法の意味や計算

の仕方を考えたり計算に関して、成り立つ性質を見いだ

したりするとともに、その性質を活用して、計算を工夫

したり計算の確かめをしたりすること。 

◆1/10 の位までの小数について、小数でも数の大きさを

比べたり計算したりできるかどうかを考えるとともに、

小数を日常生活に生かすこと。 

 

中学校 

◆数の範囲の拡張と数の概念を理解すること。 

◆新しく導入された数の四則計算の意味を理解し、そ

れらの数を用いて表したり処理したりすること。 

◆文字のもつ意味、特に変数の意味を理解すること。 

◆文字を用いた式に表現したり、文字を用いた式の意

味を読み取ったりすること。 

◆文字を用いた式の計算や処理をすること。 

◆既に学習した計算の方法と関連付けて、文字を用い

た式の計算の方法を考察し表現すること。 

◆文字を用いた式を具体的な場面で活用すること。 

第５学年 

◆乗数、除数が小数の場合にも乗法や除法が用いら

れるように意味を広げること。 

◆異種の二つの量の割合として捉えられる数量の比

べ方や表し方などについて理解すること。 

◆ある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係と

を比べる場合に割合を用いる場合があることや百

分率について理解し、日常の事象を割合で捉え、

図や式などを用いて、二つの数量の関係どうしの

比べ方を考察し、日常生活に生かすこと。 

第６学年  
◆分数の乗法及び除法の計算の仕方などを考察す

ること。 
◆比例の関係の意味や性質、比例の関係を用いた

問題解決の方法、反比例について知るととも

に、日常生活において伴って変わる二つの数量

を見いだし、目的に応じて表や式、グラフを用

いて変化や対応の特徴を考察すること。 
◆比の意味や表し方を理解するとともに、図や式

などを用いて数量の関係の比べ方を考え、日常

生活に生かすこと。 

本
単
元 

６÷４＝１あまり２ 

２は 0.1 をもとにし

て考えると 20 

20÷４＝５ 

0.1 の５こ分で 0.5 

１と 0.5 で 1.5 

 

 
 ４ 

  ２０ 
  ２０ 
   ０ 

0.1 が

20 こ 

１.５ 

 
4) 6 

0.2 は 0.1 の２こ分。

0.1 をもとにして考え

ると 

 ２×７＝14 

0.1 が 14 こ分で、1.4 

 

0.2×７＝1.4 

↓10 倍 ↑1/10 

2× ７＝14 

 

  



●図形を構成する要素の辺を直線として捉え、
それらの交わり方や並び方に着目して、二直
線の位置関係について調べたり、構成の仕方
を考えたりする活動 

 
 
 
 
（例）平行な直線のかき方 
・既習の見方・考え方を働かせて、平行な直線の
かき方を考察すること。 

＊どのように三角定規を動かすといいのかな。 
    
  
    

 
 
 

1 本の直線に垂直な 2 本の直線は平行という
既習の見方を働かせる。 

 
＊下のように三角定規を使っても、平行な直線が
かけたのはどうしてかな。 

 
 
 
 

●見いだした図形の性質を基に、既習の四角形に
ついて振り返り、統合的・発展的に考える活動 

 
 
 
 
 
（例） 
・既習の四角形の向かい合った頂点を結んだ直線を 
観察し、対角線を知り、対角線から四角形を考察 
すること。 

 
 
二本の対角線の交わり方や図形間の関係に着目す
る。 

 
＊他の四角形の対角線でも同じことがいえるのか
な。 

 
 

 
第３学年までは、辺の長さや角の大きさという量
で図形をみてきた。さらに、新たな図形の見方
（直線の位置関係や対角線の交わり方）で既習の
四角形を捉え直す。 

 

   

・「垂直・平行」という新たな概念から、二直線の位置

関係を判断している姿。 

・1 本の直線に垂直な 2 本の直線は平行という見方を働

かせて、平行な直線のかき方を見いだしている姿。 

・既習の見方（平行な直線は他の直線と等しい角度で交

わる）を適用して考えている姿。 
《個々の子供の状況に応じた配慮》 

◇話題にしている直線と他の直線に色を付け、二直線の位置関係を視覚的に

捉えやすくする。 

◇デジタルコンテンツを活用して三角定規などの操作を可視化し、学習効果

を高める。 

◇三角定規や分度器で確かめるだけでなく、紙を折ったり、切ったり、重ねた

りする操作を通じて実感的に性質を理解できるようにする。 

（例）  

 

・交わり方や並び方に違いがある場合を比較・検討させたり
離れている２本の直線を意図的に取り上げ確かめたりす
ることで、位置関係に着目させる。 

・まず直観から試してみて、構成できなかった例を取り上
げる。その結果を振り返り、検討・修正する過程を通し
て、解決するために役立つ見方・考え方を引き出す。 

 

知識及び技能 

(ｱ) 直線の平行や垂直の関係

について理解すること。 

(ｲ) 平行四辺形、ひし形、台

形について知ること。 

・図形を構成する要素である辺の位置関係（垂直・平

行）に着目して、既習の平行四辺形の定義や性質（向

かい合った二組の辺がそれぞれ平行であること）を基

に、作図の仕方を見いだしている姿。 

 

 

 

思考力、判断力、表現力等 

(ｱ) 図形を構成する要素及びそれ

らの位置関係に着目し、構成の

仕方を考察し図形の性質を見

いだすとともに、その性質を基

に既習の図形を捉え直すこと。 

●図形を構成する要素（辺の長さ・角の大きさ）
や辺の位置関係（垂直・平行）に着目して、構
成の仕方を考え、図形の性質を見いだすととも
に、その性質を基に既習の図形を捉え直す活動 

 
 
 
 

（例）平行四辺形の作図の仕方 

・根拠となる図形の性質を判断して、作図の仕方を 
見いだし、平行四辺形をかくことができる理由を 
説明すること。 
 

＊頂点 D の位置は、どのようにすれば決まるかな。 

  

 
＊辺 BC の長さを測りとらないで、どうして二つの
三角定規だけで頂点 D を決めることができたのか
な。 

 
 
 
 
 
 

 
 

・「長方形や正方形は、対角線が垂直に交わるか交わらな

いかの違いがあり、交わった点からそれぞれの頂点ま

での長さは全て等しいという共通点がある」などと、

対角線の長さやそれらの位置関係から図形の性質を基

に、統合的にみて既習の図形を捉え直している姿。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

《本単元の関連領域》 

第４学年 B 図形 （２）  
ア(ｱ) 立方体、直方体について知ること。 

(ｲ) 直方体に関連して、直線や平面の平行や垂直の関係について理 
解すること。 

(ｳ)  見取図、展開図について知ること。 

イ(ｱ)  図形を構成する要素及びそれらの位置関係に着目し、立体図
形の平面上での表現や構成の仕方を考察し図形の性質を見いだす
とともに、日常の事象を図形の性質から捉え直すこと。 

 

第４学年 B図形 （５）  

ア(ｱ) 角の大きさを回転の大きさとして捉えること。 
(ｲ) 角の大きさの単位（度［°］）について知り、角の大きさを

測定すること。 
イ(ｱ) 形の角の大きさに着目し、角の大きさを柔軟に表現したり、図 

形の考察に生かしたりすること。 

主
な
資
質
・
能
力
の
系
統 

中学校 

◆基本的な図形の概念、図形の

性質や関係を理解すること。 

◆図に表したり、正しく作図し

たりすること。 

◆図形を直観的に捉えること 

◆数学的な推論に基づいて考

察し表現すること。 

・対角線の長さや交わっている角の大きさに着目して、同じ
ところや違うところを比較・検討させることで、既習の四
角形を振り返り、図形の見方を広げるなど、新たな視点か
ら既習の図形を捉え直すことで、図形を統合的にみること
ができるようにする。 

 

・辺 BC の長さを測りとらなくても、なぜ二つの三角定規
だけで頂点 D を決めることができるのかを問うことで、
二つの三角定規を使って平行な直線を引いた行為と、既習
の平行四辺形の性質を結び付けて考えられるようにする。 

・平行四辺形と同じで向かい合った 2 組の辺が平行という
見方から長方形や正方形を捉え直し、図形の見方を広げさ
せる。 

・新たに「対角線」という視点を加えて、対角
線の長さや位置関係について考え、既習の図
形を捉え直す力 

第２学年 

◆三角形や四角形、正方形、

長方形、直角三角形につい

て、図形を構成する辺や頂

点の数に着目し、図形を弁

別すること。 

◆構成の仕方を考えるととも

に、身の回りのものの形を

図形として捉えること。 

 

第３学年 

◆図形を構成する要素の関係に着目

し、辺の長さの相等や角の大きさ

の相等に着目して正三角形や二等

辺三角形について知るとともに、

角についても知ること。 

◆図形を構成する要素に着目し、さ

らにその観点を他の図形にも用い

ようとすること。 

イ 算数の学習場面から算数の問題を見いだして解決し，結果を確かめたり，発展的に考察したりする活動 

第５学年 

◆図形を構成する要素及び図形

間の関係に着目して、図形の

構成の仕方を考えたり、図形

の性質について更に考察した

りすること（図形の合同・多

角形・正多角形や円）。 

◆見いだした性質について、筋

道立てて考え説明すること。 

第６学年 

◆縮図や拡大図については、二つの図形間の関係に着目し、

合同についての考察を基に、二つの図形が拡大、縮小の関

係にあるのかについて考察すること。 

◆対称な図形については、図形を構成する要素どうしの関係

に着目し、対称性といった観点から図形の性質を考察して

いくこと。対称性といった観点から、既習の図形を捉え直

すとともに、その性質を日常生活に生かすこと。 

◆図形の理解を深め、図形に対する感覚を豊かにすること。 

本
単
元 

第１学年 

◆構成や分解の様子を言葉を使

って表すこと。 

◆ものの色、大きさ、位置や材

質を捨象して、形を認め、形

の特徴について捉えること。 

◆形について学ぶことの楽しさ

を感じる経験を通して、図形

に対する関心を喚起し、感覚

を豊かにすること。 

学びに向かう力、人間性等 

平行四辺形、ひし形、台形などについて、数学的に表現・処理

したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求め

て粘り強く考える態度。 

数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようと

する態度。 

幼児期 

◆遊びや生活の中

で、図形に親し

む体験を重ね、

自らの必要感に

基づきこれらを

活用し、興味や

関心、感覚をも

つこと。 

・直線の位置関係に着目して、「垂直・平行」
という新たな概念を獲得し、構成の仕方を考
察する力。 

・図形を構成する要素やそれらの位置関係に
着目して、構成の仕方を考察し、さらなる
図形の性質を見いだす力。 

D 

小学校 第４学年 B 図形（１） 「垂直・平行と四角形」 

既習の見方 

B 

A 

C 

既習の見方 

C B 

A 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 《他教科等との関連》 

【理科】第４学年「天気による一日の気温の変化」 
 

《個々の子供の状況に応じた配慮》 

◇具体物等を用いて操作活動を行うことを通して、伴って変わ

る二つの数量に着目できるようにする。 

◇図と表、式と図等を関連付けながら、変化や対応の特徴を考

察させていくようにする。 

（例） 

・段数と周の長さの関係について調べること。 
 
 
 
 
 
 

 イ 算数の学習場面から算数の問題を見いだして解決し、結果を確かめたり、発展的に考察したり
する活動  

ウ 問題解決の過程や結果を、図や式などを

用いて数学的に表現し伝え合う活動 

段の数を増やすと、変わって
いくものはどのようなものが 
ありますか。 

●伴って変わる二つの数量の関係を表に表
し、表から変化の様子を□、△などを用い
て式に表し、数量の関係の特徴を読み取る
活動 

 
 
 
 
 
 
 
 
（例） 
・１辺の長さが１ｃｍの正三角形を横に並べ
ていったときの正三角形と周りの長さの関
係を調べること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊□+２＝△の式の２は、何を表しているの
かな。 

 

（三角形の数）＋２＝（周りの長さ） 

□＋２＝△ 

・伴って変わる二つの数量を見いだし、表
を用いてそれらの関係を考察し、さらに
対応の特徴を式で表現し、考察する力。 

・表や式に表された変化や対応の特徴を振
り返り、それぞれの表し方のよさを見い
だす力。 

まわりの長さが４ずつ増えてい
るのは、図のどの部分が増えて
いるのでしょうか。 

 

… 

１段 ２段 ３段 … 

だんの数を□、周りの長さを△とすると 

□×４＝△ 

１段 ２段 ３段 … 

第６学年 

◆比例の関係の意味や性質、比例の関係を用いた問題解決

の方法、反比例について知るとともに、日常生活におい

て、伴って変わる二つの数量を見いだし、それらの関係

に着目し、目的に応じて表や式、グラフを用いて変化や

対応の特徴を考察し、問題を解決する力を伸ばすこと。 

◆考察の方法や結果を振り返って、解決の質的な改善をめ

ざして多面的に考察しようとしたり、処理のよさを見い

だし、方法や結果を今後の生活に生かそうとしたりする

こと。 

中学校 

◆関数についての基礎的な概念や性質を理解する

こと。 

◆表、式、グラフを用いて関数の特徴を表現する

こと。 

◆関数として捉えられる二つの数量について、変

化や対応の特徴を見いだし、表、式、グラフを

相互に関連付けて考察し表現すること。 

◆関数を用いて事象を捉え考察し表現すること。 

・変量を表す記号として□や△などを用いて、
表から見いだした変化や対応の様子を、式を
用いることで簡潔に表すことができるという
ことが捉えられるようにする。 

・見いだした規則性について、もとの事象と対
応させて確かめるようにする。 

 
 
 

●伴って変わる二つの数量を見いだし、そ
の二つの数量の関係を表に整理して、変
化や対応の特徴を考察し表現する活動 

 
 
 
 
 
 
 
（例） 
・長さが 16ｃｍのひもを使っていろいろな
長方形をつくり、その横と縦の長さの関
係について調べること。 

 
 
 
 
 
＊横の長さが１ｃｍずつ増えていくと、た
ての長さはどのように変わっていくのか
な。 

＊横の長さが１ｃｍずつ増えていっても、
変わらないものもあるかな。 

 

・身の回りの数量から、それに伴って変わる
二つの数量を見いだし、数量の関係の変化
の特徴を見いだす力。 

・伴って変わる二つの数量の関係を表に整理
して、変化や対応の特徴を考察する力。  

横の長さ（ｃｍ） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

たての長さ（ｃｍ） ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 《本単元の関連領域》 

第 4 学年 A 数と計算 （６）  

ア(ｳ) 数量を□、△などを用いて表し、その関係を式に表したり、

□、△などに数を当てはめて調べたりすること。 

イ(ｱ) 問題場面の数量の関係に着目し、数量の関係を簡潔に、また、

一般的に表現したり、式の意味を読み取ったりすること。 
 

学びに向かう力、人間性等 

伴って変わる二つの数量について、数学的に表現・処理したこ

とを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り

強く考える態度。 

数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようと

する態度。 
 
 
 
 

知識及び技能 

(ｱ) 変化や様子を表や式、折れ

線グラフを用いて表したり、

変化の特徴を読み取ったりす

ること。 
 
 
 
 
 
 
 

思考力、判断力、表現力等 

(ｱ) 伴って変わる二つの数量

を見いだして、それらの関

係に着目し、表や式を用い

て変化や対応の特徴を考察

すること。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図で「×４」を説明する 図で「＋４」を説明する 

・伴って変わる二つの数量を見いだして、そ
れらの関係を表や式を用いて変化や対応の
特徴を考察する力。 

・表や式に表された変化や対応の特徴を振り
返り、それぞれの表し方のよさに気付き、
さらに考察を進めようとする力。 

 
 

・変化している事象を考察させ、変わるものと
変わらないものを見いだせるようにする。 

・表の数値間の関係をみて、一方の数量は他の
数量に伴って一定のきまりに従って変化する
かなどの見方で二つの数量の関係を見ていく
ようにする。 

 
 

・表から見いだした変化や対応の特徴を図と対
応させて捉え、表現することにより、新たな
気付きを促すようにする。 

・新たな気付きを基に、同じように考えること
はできないかという視点で、他の事象などを
考察できるようにする。 

・一方の数量を決めれば他の数量が決まるかど
うか、あるいは、一方の数量は他の数量に伴
って一定のきまりに従って変化するかという
見方で二つの数量の関係を見ている姿。 

・表を考察し、変わるものと変わらないものを 
 捉えている姿。 
 
 

主
な
資
質
・
能
力
の
系
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小学校 第４学年 C 変化と関係（１） 「変わり方しらべ」 

第１学年 

◆ものとものとを対応付けた

り、一つの数をほかの数の和

や差としてみたりすること。 

◆身の回りの事象に関心をも

ち、個数に着目して簡単な絵

や図などに表したり、それら

を読み取ったりすることでそ

の事象の特徴を捉えること。 

 

第２学年 

◆一つの数をほかの数の

積としてみること。 

◆身の回りの事象に関心

をもち、データを整理

する観点を定め、簡単

な表やグラフを通じて

特徴を捉え、考察でき

ること。 

第３学年 

◆乗数が１ずつ増えるときの

積の増え方の様子に着目す

ること。 

◆身の回りの事象について観

点を定め、データを分類整

理して表やグラフに表し、

データの特徴を捉え考察し

たり、見いだしたことを表

現したりすること。 

第５学年 

◆簡単な場合についての比例の関係を知

るとともに、伴って変わる二つの数量

を見いだし、それらの関係に着目し、

表や式を用いて変化や対応の特徴を考

察する力を伸ばすこと。 

◆考察の方法や結果を振り返って、簡

潔・明瞭で一般化された表現に工夫す

るなど、よりよく問題解決すること。 

本
単
元 

・式を用いると変化や対応の特徴を簡潔に表すこ
とができることを捉えている姿。 

・式に表された変化や対応の特徴を振り返り、図
と関連付けて、捉えている姿。 

・表から見いだした変化や対応の特徴を振り返
り、式や図を用いて表現するなど、一つの関
係を複数の数学的表現を用いて表し、それら
を関連付けることができる姿。 

 

●伴って変わる二つの数量の関係を表や式に
表し、変化や対応の特徴を考察し、見いだ
したことを根拠に表現し伝え合う活動 

 
 
 
 
 
 
 
 
（例） 
・段数と周りの長さの関係について、図や表
を用いてその特徴を調べ、調べた結果を
表、図、式といった数学的な表現を用い
て、他者に分かるように説明すること。 

 
 
 
 
 
 
 
 
＊表から見いだした４ずつ増えるという変化
の様子を図でも説明できるかな。 

＊□×４＝△の４は何を表しているのかな。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

□角形 

●三角形の三つの角の大きさに着目し、分度 
器で測ったり、合同な三角形を敷き詰めた 
り、三つの角の部分を寄せ集めたりするこ 
とで、三つの角の大きさの和が 180 度であ 
ることを見いだす活動 

 
 
 

 

（例） 

・三角形の三つの角の和について、分度器を活用して 

調べたり、合同な三角形を敷き詰めたり、一つの三 

角形のそれぞれの角を切り三つの角を寄せ集めて調 

べること。 

 

 

 

 

 

 

＊分度器以外での調べ方はできないかな。 

＊ほかの形の三角形ではどのようになるかな。 

＊どの三角形も３つの角の大きさの和は 180 度にな 

るね。 

・四角形の中にできる、三角形の数に着目して、三角形の 

三つの角の大きさの和が 180 度であることを基に、四 

角形の四つの角の大きさの和を見いだしている姿。 

・三角形の三つの角の和に着目して、分度器で測ったり 

合同な三角形を敷き詰めたりして、三つの角の和が 180 

度となることを帰納的に見いだしている姿。 

 

 

・四角形の中に三角形を見いださせることで、三角形の内 

角の和を用いれば解決できることに気付かせる。 

・それぞれの考えを比較させることで、どの考え方でも 

360 度になることを捉えられるようにする。 

・三角形を構成する要素である三つの角の大きさに着目さ 

せ、数量的な関係を捉えられるようにする。 

・複数の三角形で 180 度になることを説明することで、説

明がより確かなものになることを味わえるようにする。 

 
《他教科等との関連》 

【図画工作】色々な形を組み合わせて（敷き詰めて）作品をつくる 
 

中学校 

◆データの分布と確率についての基礎的な概念や性質を理解すること。 

◆データを収集して分析したり、確率を求めたりできるようにすること。 

◆データの分布や母集団の傾向に着目して、その傾向を読み取り批判的に考察

し判断すること。 

◆不確定な事象の起こりやすさについて考察し表現すること。 

思考力、判断力、表現力等 

(ｱ) 図形を構成する要素及び図

形間の関係に着目し、構成の

仕方を考察したり図形の性質

を見いだし、その性質を筋道

を立てて考え説明したりする

こと。 

知識及び技能 

(ｱ) 図形の形や大きさが決まる

要素について理解するととも

に、図形の合同について理解す

ること。 

(ｲ) 三角形や四角形などの多角

形についての簡単な性質を理解

すること。 

 

 

 《個々の子供の状況に応じた配慮》 

◇分けた三角形の内角の和を色分けし、180 度がいくつあるかを視

覚的に捉えやすくさせる。 

 

イ 算数の学習場面から算数の問題を見いだして解決し、結果を確かめたり、発展的に考察したりする活動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

本
単
元 

第１学年 

◆ものの色、大きさ、位置や材質を

捨象して、形を認め、形の特徴に

ついて捉えること。 

◆形について学ぶことの楽しさを感

じる経験を通して、図形に関する

関心を喚起し、感覚を豊かにする

こと。 

 

 

 

第２学年 

◆三角形や四角形、

正方形、長方形、

直角三角形につい

て、図形を構成す

る辺や頂点の数に

着目し、図形を弁

別すること。 

 

第３学年 

◆図形を構成する要素の関係に着目

し、辺の長さの相等や角の大きさか

の相等に着目して正三角形や二等辺

三角形について知るとともに、角に

ついても知ること。 

◆図形を構成する要素に着目し、さら

にその観点を他の図形にも用いよう

とすること。 

 

 

第４学年 

◆図形を構成する要素である辺の平行や垂直 

の関係に着目し、平行四辺形、ひし形、台 

形の性質を見いだし、これらの図形の構成 

の仕方について考えること。 

◆見いだした性質を基に、既習の正方形、長

方形を捉え直すこと。 

 

第６学年 

◆縮図や拡大図については、二つの図形間

の関係に着目し、合同についての考察を

基に、二つの図形が拡大、縮小の関係に

あるのかについて考察すること。 

◆対称な図形については、図形を構成する

要素どうしの関係に着目し、対称性とい

った観点から図形の性質を考察していく

こと。 

 

主
な
資
質
・
能
力
の
系
統 

学びに向かう力、人間性等 

図形の角の大きさなどについて、数学的に表現・処理したことを振

り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える

態度。 

数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとする

態度。 

小学校 第５学年 B 図形(１) 「図形の角を調べよう」 

中学校 

◆基本的な図形の概念、図形の性質や関係を理

解すること。 

◆図に表したり、正しく作図したりすること。 

◆図形を直感的に捉えること。 

◆数学的な推論に基づいて考察し表現するこ

と。 

《本単元の関連領域》  
第５学年 B 図形 （１） 

ア(ｳ) 円と関連させて正多角形の基本的な性質を知ること。 

 (ｴ) 円周率の意味について理解し、それを用いること。 

イ(ｱ) 図形を構成する要素及び図形感の関係に着目し、構成の仕方を考察したり、

図形の性質を見いだし、その性質を筋道立てて考え、説明したりすること。 

第５学年 B 図形  （２） 

ア(ｱ) 基本的な角柱や円柱について知ること。 

第５学年 B 図形  （３） 

ア(ｱ) 三角形、平行四辺形、ひし形、台形の面積の計算による求め方について理解

すること。 

第５学年 B 図形  （４） 

ア(ｱ) 体積の単位（立方センチメートル（ ㎤ ）、立方メートル（ ㎥ ）について知る

こと。 

 (ｲ) 立方体及び直方体の体積の計算による求め方について理解すること。 

●四角形の中にできる三角形の数に着目し、既
習の三角形の三つの角の大きさの和が 180
度であることを基に、四角形の四つの角の大
きさの和がどうなるかを発展的に考える活動 

 

 

 

 

（例） 

・四角形を様々な三角形の組み合わせで切り分け、三角 

形の三つの角の大きさの和が 180 度であることを 

基に四角形の四つの角の大きさの和が 360 度であ 

ることを調べること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊どのような視点で四角形を分けたかな。 

＊それぞれどのような式になるかな。 

＊３つの考え方を比べると、どんなことが分かるかな。 

＊共通している部分ところはどんなところかな。 

●三角形の三つの角の大きさの和が 180 度で 
あることを基に、多角形の中にできる三角形 
の数と角の大きさの和の関係に着目して考 
察し、発展的に考える活動 

 

 

 

 

 

 

（例） 

・五角形や六角形などを、三角形の組み合わせで分け、三 

角形の数と和を表にまとめ、関係を考察すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊表で表された数を、図や式で見直すと、三角形の数と角 

の大きさの和はどのような関係になっているかな。 

＊三角形の数と角の大きさの和の関係が分かれば、どんな 

多角形でも角の大きさの和が分かりそうだな。 

・三角形の数と図、式の関係から、新たな多角形の内角の 

和の大きさを捉えられるようにする。 

・表の数量関係から表と図、式を関連付けることで、三角 

形の数と多角形の角の大きさの和の関係を捉えられる

ようにする。 

の数と多角形の角の 

 

・三角形の数に着目し、図、式を用いて五角形や六角形、 

多角形の関係を見いだしている姿。 

・表から数量関係を見いだし、図、式と関連付けて数学的 

な表現を用いて表現している姿。 

・具体物での操作活動を通して、帰納的に図 
形の性質を見いだす力。 

・三角形の内角の和が 180 度であること 
を基に、四角形の内角の和を演繹的に考 
察する力。 

・三角形の内角の和が 180 度であることを基 
に、多角形の内角の和を演繹的に考察する力。 

・図形の性質を基に、三角形の組み合せと数量 
的な関係を見いだし、式を用いて変化の特徴 
を演繹的に考察する力。 

（式） 
180×３＝540 180×4＝720  180×５＝900 180×□－360 

（式） 

180×2＝360  180×4－360＝360  180×３＝360 

（図） 

 

（図） 

（表） 

□角形 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●日常の事象から、問題解決に必要な二つの量を見いだ

し，比べ方を考察し、日常生活に生かす活動 

 
 

 

 

 

（例） 

・２種類の印刷機の仕事の速さを比べること。 
＊何が分かれば比べられるかな。 

 

 

 

＊どんな比べ方が比べやすいかな。 

・異種の二つの量の割合として捉えられる数量を見いだ

し、単位量当たりの大きさを用いて比べ、問題解決す

る力。 

  

小学校 第５学年 C 変化と関係（２） 「単位量あたりの大きさ」 

 《本単元の関連領域》 
第 5 学年 A 数と計算（１）  
ア(ｲ) 約数、倍数について知ること。 
第５学年 C 変化と関係（１） 
イ(ｱ) 伴って変わる二つの数量を見いだして、それらの関係に着目し、表や

式を用いて変化や対応の特徴を考察すること。 
第５学年 C 変化と関係（３） 
ア(ｱ) ある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係とを比べる場合に割合

を用いる場合があることを理解すること。 
イ(ｱ) 日常の事象における数量の関係に着目し、図や式などを用いて、ある二

つの数量の関係と別の二つの数量の関係との比べ方を考察し、それを日常
生活に生かすこと。 

第５学年 D データの活用（２） 
イ(ｱ) 概括的に捉えることに着目し、測定した結果を平均する方法について

考察し、それを学習や日常生活に生かすこと。 

 

思考力、判断力、表現力等 
(ｱ) 異種の二つの量の割合として捉
えられる数量の関係に着目し、目
的に応じて大きさを比べたり表現
したりする方法を考察し、それら
を日常生活に生かすこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

学びに向かう力、人間性等 
異種の二つの量の割合として捉えられる数量について、数学的

に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよ
いものを求めて粘り強く考える態度。 
数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようと

する態度。 
 
 
 
 

知識及び技能 
(ｱ) 速さなど単位量当た
りの大きさの意味及び
表し方について理解
し、それを求めるこ
と。 

ア 日常の事象から算数の問題を見いだして解決し、結果を確かめたり、日常生活等に生かしたりする活動 

●日常の事象から、問題解決に必要な二つの量を見

いだす活動 

 

 

 

 

（例） 

・どちらが速いかを比べるために、走った距離とか

かった時間の二つの量を見いだすこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊どちらが速いかな。 

＊速いとはどういうことなのかな。 
 

●異種の二つの量の割合として捉えられる数量を比べる活動 

 

 

 

（例） 

・時間と距離の一方を揃えて、もう一方の量で比較するこ

と。 

＊どちらが速いかな。 

 

 

 

 

 

＊距離や時間をどうやって揃えたらいいのかな。 

・異種の二つの量の割合として捉えられる数量の関係に

着目し、目的に応じた、大きさの比べ方や表し方を考

察する力。 
・異種の二つの量の割合として捉えられる数量の関
係に着目し考察する力。 

 

「速い」ということの意味を、子供たちの経験

に基づいて考える場面を仕組む。 

例えば、鬼ごっこや５０ｍ走、８秒間走の場

面などを提示し、「速い」とは距離と時間に関係

があることをつかませる。 
〈公倍数でそろえて、もう一方を比べる〉  〈単位時間でそろえて、もう一方を比べる〉 

第１学年 

◆身の回りのものの特

徴に着目し、量の大

きさの比べ方を見い

だしたり、量の大き

さを表現したりする

こと。 

中学校 

◆関数についての基礎的な概念や性質を理解すること。 

◆表、式、グラフを用いて関数の特徴を表現すること。 

◆関数として捉えられる二つの数量について、変化や対

応の特徴を見いだし、表、式、グラフを相互に関連付

けて考察し表現すること。 

◆関数を用いて事象を捉え考察し表現すること。 

第６学年 

◆比の意味や表し方を理解す

るとともに、図や式などを

用いて数量の関係の比べ方

を考え、それを日常生活に

生かす力を更に伸ばしてい

くこと。 

第４学年 

◆割合が２、３、４などの整数で表され

る簡単な場合について、ある二つの数

量の関係と別の二つの数量の関係とを

比べる場合に割合を用いる場合がある

ことを知り、図や式などを用いて、二

つの数量の関係どうしの比べ方を考察

する力を伸ばすこと。 

第３学年 

◆除法の意味および除法と乗法や減法の意味について理解すること。 

◆単位分数の大きさに着目し、分数でも数を比べたり計算したりでき

るかどうかを考えたり、計算の意味や仕方を考えたりすること。 

◆乗法と除法の相互関係について、図と式を関連付けて捉えること。 

◆単位となる長さや重さのいくつ分かで測定できることを理解するこ

と。 

第２学年 

◆乗法が用いられる実際の場面を通して、

乗法の意味について理解すること。 

◆簡単な分数について知り、元の大きさに

着目し、数の大きさについて考えるこ

と。 

◆単位の意味について理解し、正しく測定

すること。 

主
な
資
質
・
能
力
の
系
統 

・具体的な場面を十分にイメージさせることで、仕事
の速さを比べるために必要な二つの量を見いだせ
るようにする。 

・既習の学習を活用し、単位量当たりの大きさを用い
て比べるとより能率的に比べられることに気付く
ようにする。 

・子供たちの生活経験の中から、一つの量だけで
は比較することができない具体的な場面を設定
する。 

・「もし、このままの状態（速さ）が続くとすれば･･･」とい

うような比例関係や平均の考えが前提にあることをおさえ

るようにする。 

・数直線を用いて、二つの量の関係を捉えることができるよ

うにする。 

・解決した結果を数直線を用いたり、具体的な場面と関連さ

せたりしながら商の意味を説明させることで、単位量当た

りの大きさの意味を理解できるようにする。 

 

・問題を解決するには、仕事にかかる時間と印刷で
きる枚数の二つの量が必要だと捉えている姿。 

・異種の二つの量の関係に着目して、単位量当たり
の大きさを用いて比べている姿。 

・異種の二つの量の関係に着目して、その二つの量の一方
を揃えて、もう一方を比べている姿。 

・二つの量のうち、一方を揃えて、もう一方の量で比較す
る方法を用いるには、比例関係や平均の考えが前提にあ
ることを捉えている姿。 

・一つの量だけでは比較できない事象に着目し、
その比べ方を考えている姿。 

・速さを比べるためには、移動する長さと、移動
にかかる時間の二つの量が必要だと捉えている
姿。 

時速 25kmというのは、

１時間当たりに25km進
むということですね。 
そうすると、200 ㎞は 
25 ㎞の何倍になります
か？ 

《個々の子供の状況に応じた配慮》 
◇「速い」という感覚を言葉で表出させ、距離と時間の二つの量が速さに関

係していることを引き出すようにする。 

◇子供とともに数直線をかきながら、二つの数量の関係や単位量当たりの意

味が捉えられるようにする。 

（例） 

 

 

 

  

 

《他教科等との関連》 

【社会】第５学年 「食料生産」 

【体育】第 5・６学年 「陸上運動」 

本
単
元 



 

 

●グラフを多面的に捉え考察する活動。 

 

 

 

＊５年生と６年生では、どんな本がよく読まれているのかな。 

【データ】 

（例）・各学年の円グラフにまとめる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【分析・結論】 

＊５年生も６年生も名作の本が 40％で一番読まれている。 

＊一番借りられてないのは、５年生は歴史の２％。６年生は動物の５％。だけど、冊数で

考えたら同じ６冊になる。 

＊６年生は名作が 40％で一番読まれていて、読んだ冊数にしたら 48 冊になる。 

５年生は冒険が 25％だけど、読んだ冊数にしたら 75 冊で、６年生の名作より多い。 

 ＊読んだ本の数が違うから、割合だけでは一番読まれている本の数は比べられないね。 

・目的に応じたグラフを作成し、特徴や傾向を把握し、自分たちが出した結論の妥当性

について判断する力。 

 

 

 

（参考）１週間で借りた冊数 ５年生 ３００冊   ６年生 １２０冊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                              

D データの活用（１）「割合をグラフに表して調べよう」 

学びに向かう力、人間性等 

データを収集したり分析したりした過程を振り返り、よりよい

表現や結論の出し方を考える態度。 

統計的な問題解決のよさに気付き、生活や学習に活用しようと

する態度。 

小学校 第５学年 

 解決したい問題 学校図書館で人気がある本はどんな本かな？ 

ア 日常の事象から算数の問題を見いだして解決し、結果を確かめたり、日常生活等に生かしたりする活動 

●データを集めて分類整理し、適切な表やグラフに表現する活動 

 

 
＊１年生に読み聞かせをするとき、どんな本を読んだら喜んでくれるかな。 

【計画・データ】 

（例）・調べる観点を決めて、既習のグラフにまとめる。 

・先週の１週間に、１年生が借りた本の傾向をつかむ。 

   ・ 

 

 

 

 

 

 

 

【分析】 

＊クラス別ではなく１年生全体を調べるために、もっと見やすいグラフはないかな。 

＊１組から３組までの全員を１として考えると、 

割合で表すことができるね。 

＊割合で示すグラフには、円グラフと帯グラフが 

あったね。 

 

 

 

 

 

〈新たな問い〉 
  ＊１年生は、冒険の本が人気ということが分かったけど、他の学年は、どんな本がよく

読まれているかな。 
 

思考力、判断力、表現力等 

(ｱ) 目的に応じてデータを集

めて分類整理し、データの

特徴や傾向に着目し、問題

を解決するために適切なグ

ラフを選択して判断し、そ

の結論について多面的に捉

え考察すること。 

知識及び技能 

(ｱ) 円グラフや帯グラフの特徴

とそれらの用い方を理解する

こと。 

(ｲ) データの収集や適切な手法

の選択など統計的な問題解決

の方法を知ること。 

冒険

29%

ファン

タジー

24%

動物

23%

名作

18%

歴史

6%

１年生が１週間に借りた本

・目的に応じて問題を解決するために、分析を見通したデータを集める力。 
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これら一連のプロセスは、「問題」から「結論」に向けて一方向に
進んで行くものではなく、計画を立てながら問題を見直して修正を
加えてみたり、グラフを作り直して分析したり、ときにはデータを
集め直したり、相互に関連し、行き来しながら進むものである。 

《他教科等との関連》 
 【社会】生産高の推移 

【特別活動】好きな献立調べ など 

児童の実態に合わせて統計的探究プロセスをまわすことができる場

面を設定。 
 
 
 

・分析することを見通し、必要な観点を考えている姿。 

・割合でみるなら円グラフや帯グラフが適切なグラフであることに気付いている姿。 

 

・５年生と６年生では、１週間で借りた冊数が違うため、単純に同じ割合であっても読

んだ冊数は違うことに気付いている姿。 

・身の回りの問題から解決すべき問題を設定し、計画を立て、先を見通して観点を決めて必要

なデータを集めて、適切にグラフに表現できるようにする。 

・１年生全体で調べるためには、割合の考え方が必要になることに気付くことができるように

する。 

・学年よって１週間で借りた冊数が違うため、単純に割合だけでは比べることができな

い場合があることに気付くことができるようにする。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

本
単
元 

第４学年 

◆目的に応じてデータを集めて分類整理

し、特徴や傾向に着目して、適切なグラ

フを選択して表すことで判断したり、結

論について考察したりすること。 

◆折れ線グラフの傾きや目盛りの幅など、

グラフを多面的に捉えて分析すること。 

第２学年 

◆身の回りの事象に関心をもち、データを

整理する観点を定め、簡単な表やグラフ

を用いて特徴を捉え考察すること。 

◆データを整理する観点に着目し、身の回

りの事象について表やグラフを用いるこ

とで簡潔に、視覚的に分かりやすく考察

できるよさに気付き、生活や学習に活用

すること。 

第１学年 

◆身の回りの事象について関心をも

ち、個数に着目して簡単な絵や図な

どに表したり、読み取ったりして事

象の特徴を捉えること。 

◆絵グラフに表すよさや整理する観点

によって並び方を変えると、同じ資

料でも絵グラフが変わりよく分かる

ことを感じながら学ぶこと。 

第６学年 

◆目的に応じたデータの収集や分類整理、

表やグラフ、代表値の選択など、一連の

統計的な問題解決をできるようになるこ

とや、結論について批判的に捉え妥当性

について考察すること。 

◆問題解決の過程や結論について振り返

り、妥当性を考察したり改善の余地がな

いか検討したり粘り強く考えること。 

第３学年 

◆身の回りにある事象について観点を定め、データ

を分類整理して表やグラフに表し、データの特徴

を捉え考察したり、見いだしたことを表現したり

すること。 

◆解決したい問題に応じて定めた観点によって、デ

ータを表に分類整理したり棒グラフにまとめたり

することで、特徴や傾向を考察しやすいという良

さに気付き、生活や学習に活用すること。 

中学校 

◆データの分布と確率についての基礎的な概念や

性質を理解すること。 

◆データを収集して分析したり、確率を求めたり

できるようにすること。 

◆データの分布や母集団の傾向に着目して、その

傾向を読み取り批判的に考察し判断すること。 

◆不確定な事象の起こりやすさについて考察し表

現すること。 

主
な
資
質
・
能
力
の
系
統 

名作

40%

歴史

30%

冒険

15%

ファンタ

ジー

10%

動物

5%

6年生

名作

40%

冒険

25%

ファン

タジー

18%

動物

15%

歴史

2%

５年生

《統計的な問題解決活動》 
目的に応じてデータを収集、分類整理し、結果を適切に表現する
統計的な問題解決活動においては、以下の段階からなる統計的探
究プロセスを意識した学習活動が小・中・高と大切にされてい
る。 

 《個々の子供の状況に応じた配慮》 

◇問題の設定や計画を立てることが難しい児童に対しては、例を示

したり、幾つか用意したものから選択させたりするなどして、身

の回りの事象を統計的に解決できるようにする。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

●分数÷分数の計算の仕方を図と式を関連付けなが
ら説明する活動 

 
 
 
 
（例） 
・2/5÷3/4 の計算の仕方を数直線等を使って説明
すること。 

＊小数のときのように、分数もわる数を整数になお
せないかな。 
(3/4 を整数の３にして)   (除数を単位分数のい

くつ分とみて) 
         

 
 
 
 
 
 
＊わられる数、わる数の両方に４をかけて３でわる
と整数になおせたよ。 

＊わり算のきまりを使ってわる数を整数になおして
いるね。 

＊１ｄL を 1/4 の４つ分とみると、整数になおせた
よ。 

＊ほかにも、わり算のきまりを使って 3/4 を整数に
する方法はないのかな。 

中学校 

◆数の範囲の拡張と数の概念を理解すること。 

◆新しく導入された数の四則計算の意味を理解

し、それらの数を用いて表したり処理したりす

ること。 

◆文字のもつ意味、特に変数の意味を理解するこ

と。 

◆文字を用いた式に表現したり、文字を用いた式

の意味を読み取ったりすること。 

◆文字を用いた式の計算や処理をすること。 

◆既に学習した計算の方法と関連付けて、文字を

用いた式の計算の方法を考察し表現すること。 

◆文字を用いた式を具体的な場面で活用するこ

と。 

・使ったペンキの量をまずは整数の場合で提示し、既習
を基に除数が分数になっても、除法で立式できると類
推的に考えられるようにする。 

・分数÷整数の場面において、２本の数直線を用いて、
二つの数量の関係を考えることで、乗法（基準量×割
合＝比較量）の意味をおさえさせ、除法がその逆であ
ると捉えられるようにする。 

・整数、小数、分数混合の乗除計算の仕方を考える過程

で、小数では表せない分数の存在に気付かせ、分数で

表すことのよさについて捉えられるようにする。 

・小数÷小数及び整数÷整数の計算で割り切れない場合

を含む計算を扱うことで、整数や小数の乗除計算を見

直し、分数の乗法として統合的に考えることができる

ようにする。 

・除数を整数化する過程を数直線に書き込ませること

で、根拠である分数の意味や計算の性質の可視化を図

る。 

・個々の考えを比較させ、分数÷分数の除法の計算は逆

数を用いることによって乗法の形に置き換えることに

気づかせ、分数÷分数の計算の仕方を一般化できるよ

うにする。 

第３学年 

◆10 倍や 100 倍、1000 倍、1/10 の大きさの数や、相

対的な大きさなどの整数の表し方について理解すること。 

◆大きな数の大きさの比べ方や表し方を考えること。 

◆身の回りから見いだせる大きな数に関心をもち、進んで調

べ、数についての感覚を豊かにすること。 

◆分数の意味や表し方について理解すること。 

◆分数についても整数と同様に加法及び減法ができること

を知り、簡単な場合について、それらの計算ができること。 

◆単位分数の大きさに着目し、分数でも数を比べたり計算し

たりできるかどうかを考えたり、計算の意味や仕方を考え

たりすること。 

◆分数を日常生活に生かそうとする態度や能力を高めるこ

と。 

第４学年 

◆億や兆といった新しい単位から、４桁ごとに新たな単位を取り入れている

ことを知り、整数についての表し方や読み方について、一応のまとめをす

るとともに、十進位取り記数法について理解すること。 

◆小数が整数と同じ仕組みで表されていることの理解を深めるとともに、あ

る量の何倍かを表すのに小数を用いることを知ること。 

◆小数の乗法及び除法について、乗数や除数が整数である場合から、小数の

四則計算の可能性が広がったことを感得し、小数の理解を深めること。 

◆分数の意味や表し方についての理解を深めること。 

◆同分母の分数の加法及び減法の意味について理解し、それらの計算ができ

ること。 

◆分数を構成する単位（単位分数）に着目し、大きさの等しい分数を探した

り、計算の仕方を考えたりするとともに、それらを日常生活に生かそうと

する態度や能力を高めること。 

学びに向かう力、人間性等 

分数の乗法及び除法について、数学的に表現・処理したことを振り返り、

多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度。 

数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとする態度。 

知識及び技能 

(ｱ)  乗数や除数が整数や分数である場

合も含めて、分数の乗法及び除法の

意味について理解すること。 

(ｲ) 分数の乗法及び除法の計算ができ 

ること。 

(ｳ)  分数の乗法及び除法についても、

整数の場合と同じ関係や法則が成り

立つことを理解すること。 

思考力、判断力、表現力等  

(ｱ) 数の意味と表現、計算につ  

いて成り立つ性質に着目し、

計算の仕方を多面的に捉え考

えること。 

第５学年 

◆整数の集合に類別したり、乗法的な構成に着目して集合を考えたりする

こと。 

◆整数を捉え直し、様々な場面に活用するとともに、数に対する感覚をよ

り豊かにすること。 

◆整数と小数がともに十進位取り記数法によって表されているという観点

に立って十進数としての特徴をまとめて理解することで、そのよさに気

付き、学習したことを生活や学習などに能率よく用いること。 

◆乗数、除数が小数の場合にも乗法や除法が用いられるように意味を広げ

ること。その際に、整数の場合の計算の意味や計算の仕方を活用して、

新しい計算の仕方をつくることができること。 

◆分数の意味や表し方についての理解を深めるとともに、数を構成する単

位に着目し、数の相等及び大小関係について考察することや分数の表現

に着目し、除法の結果の表し方を振り返り、分数の意味をまとめること

などの態度や能力を高めること。 

本
単
元 

第２学年 

◆数の概念や性質につ

いての理解を深める

こと。 

◆乗法的な見方や数の

用いられ方について

数を用いる能力を伸

ばし、数についての感

覚をより豊かにする

こと。 

第１学年 

◆数の大小や順序を知

り、次第に数の概念

や表し方を理解する

こと。 

◆数のまとまりに着目

しながら、徐々に数

の範囲を広げていく

こと。 

◆生活の中で実際に数

を使うことで、数を

使うよさを感じ、数

についての感覚を豊

かにすること。 

《本単元の関連領域》 

第６学年 A 数と計算 （２）  

ア(ｱ) 数量を表す言葉や□、△などの代わりに、a、xなどの文字を用いて式に表した

り、文字に数を当てはめて調べたりすること。 

イ(ｱ) 問題場面の数量の関係に着目し、数量の関係を簡潔かつ一般的に表現したり、

式の意味を読み取ったりすること。 

第６学年 C 変化と関係 （１）  

ア(ｱ) 比例の関係の意味や性質を理解すること。 

(ｲ) 比例の関係を用いた問題解決の方法について知ること。 

(ｳ) 反比例の関係について知ること。 

 C 変化と関係 （２） 

ア(ｱ) 比の意味や表し方を理解し、数量の関係を比で表したり、等しい比をつくった

リすること。 

《他教科等との関連》 

【理科】第６学年「てこの規則性」 

【家庭】第６学年「調理の基礎」 

《個々の子供の状況に応じた配慮》 

主
な
資
質
・
能
力
の
系
統 

●分数÷分数の式の意味を考察する活動 

 

 

 

（例）・立式し、式の意味を問うこと。 

「3/4ｄL で板を 2/5 ㎡ぬれるペンキがある。こ

のペンキ１ｄL では板を何㎡ぬることができる

か。」 

＊2/5 を 3/4 でわるとは、どういうことかな。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・既習の整数及び小数の除法の意味を振り返り、

分数同士の除法の意味へ適用できる力。 

・既習の除法を振り返り、使った量が 3/4 倍になれば
ぬれる面積も 3/4 倍になることから比例関係に着目
し、除数が分数の場合でも、同じように図を根拠に除
法で表してよいと考えている姿。 

・除数が分数の場合でも、乗法から場面を捉えたうえ
で、基準量を求めていることを見いだし、除法を適用
している姿。 

・分数の意味や計算について成り立つ性質に着目し、計
算の仕方を多面的に捉えている姿。 

・分数÷分数の計算の仕方を、分数の意味と表現に着目
し、筋道立てて説明している姿。 

・計算の過程における計算の性質を整理して考えようと
している姿。 

・整数、小数、分数の関係に着目し、いずれも分数の計算
にまとめられるよさや乗法に整理できることを見いだし
ている姿。 

小学校 第６学年 A 数と計算（１） 「分数のわり算」 

●整数、小数、分数混合の乗除計算の仕方を考察し、見
いだしたことを基に、乗除計算の仕方を振り返り、整
理する活動 

 
 
 
 
 
 
（例） 
・次の計算を「計算できるもの、計算できないもの」 
に分け、その理由を考える。また、計算方法を振り返
り、計算できる方法について共通点を整理すること。 
①0.3÷3/2×3（小数⇔分数 両方可能） 
②0.3÷2/3×3 
（小数⇒分数可能、分数⇒小数不可能） 
③6.4÷2.4×0.5（このままではわり切れない） 
④2÷3×6（このままではわり切れない） 

 
＊小数に直せない分数はどのように計算すればいいのか
な。 

＊わり切れないときは、分数に直してもいいのかな。 
＊整数も小数も分数で表すといつでも計算できるのか
な。□÷〇×△に数を当てはめて問題をつくって確か
めてみよう。 

・既習の計算の性質や分数の意味、表現に基づい
て、図と式を関連付けて、筋道立てて計算の仕
方を考え、説明する力。 

イ 算数の学習場面から算数の問題を見いだして解決し、解決過程を振り返り統合的・発展的に考察する活動 

・乗除計算について、小数や整数を分数で表すとい
つでも計算できることを見いだすことで、既習の
整数や小数の乗除計算を見直し、分数の乗法計算
として統合的に考える力。 

◇純小数同士の除法の問題場面で、二つの数量の関係を数直線に表したこ
とを振り返る。数直線で表した「１」に当たる部分の数を求めるときは
「基準量＝比較量÷割合」から除法であることを確認し、割合に当たる
除数を分数に置き換えて立式ができるようにする。 

 
◇数直線と面積図を併用し、まず、1/4dL で 
ぬれる面積を求める。次に、図と計算を対応 

 させながら、１dL 分を求めることを段階的に 
 考えることができるようにする。 

（2/5÷３）×４ 

0  1/4      3/4  1 (dL)  

「□㎡を１とみたとき，3/4にあたる面積が 2/5
㎡」という見方から立式 

１ｄL でぬれる面
積を□㎡とします。
使った量が 3/4 倍
になれば、ぬれる面
積も 3/4 倍に… 
 
□×3/4＝2/5 

使った量が整数だ
とするとわり算だ
から…。 



  

●データを様々な視点から多面的に吟味し、考察する活動 

 

 

 

 ＊最後の７日間の記録の状況はどうなっているのかな。 

分析・結論の部分 

（例）・「練習を重ねると最後の７日間は記録がよくなるのではないか」と考

え、後半の記録を分析し、読み取れることを考察し、自分たちが出し

た結論や問題解決の過程が妥当であるか検討すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈見いだした結論例〉 

 「3 列跳びの方が 36 回以上の記録があり、最後の 7 日間の分布の散らばり

が小さく安定しているから３列跳びがいいと思う。」 

 「２列跳びの方が、20 回全体の平均もよく、最後だけで比較するのではな

く、全体的には分布も安定した２列跳びがいいと思う。」 

 「２列跳びは、７日間の最高記録が 35 回で、３列跳びのほうが 35 回を超

えた回数が多いから、３列跳びが優勝する可能性があると思う。また、最

後の７日間は、24 回以上の記録がでているから、３列跳びがよい記録がで

ると思う。」 

 

 ＊３列跳びの記録で、最後の７日間は、並び方に工夫があったのではない

か。２列跳びの並び方を見直して、記録をとるとよいのではないか。 

 

 

 

 

 

中学校 

◆データの分布と確率についての基礎的な概念や性質を理解すること。 

◆データを収集して分析したり、確率を求めたりできるようにすること。 

◆データの分布や母集団の傾向に着目して、その傾向を読み取り批判的に考察

し判断すること。 

◆不確定な事象の起こりやすさについて考察し表現すること。 

デ
ー
タ 

計
画 

問
題 

思考力、判断力、表現力等 

(ｱ) 目的に応じてデータを集

めて分類整理し、データの

特徴や傾向に着目し、代表

値などを用いて問題の結論

について判断するととも

に、その妥当性について批

判的に考察すること。 

知識及び技能 

(ｱ) 代表値の意味や求め方を理

解すること。 

(ｲ) 度数分布を表す表やグラフ

の特徴及びそれらの用い方を

理解すること。 

(ｳ) 目的に応じてデータを収集

したり適切な手法を選択した

りするなど、統計的な問題解

決の方法を知ること。 

・集団の特徴や傾向をみるために目的に応じて代表値を求めたり、データ全体の

分布の様子を捉えたりする力。 

・問題に対する結論をまとめ、さらなる問題を見いだす力。 

・目的に応じてデータを分類整理し、自分たちが出した結論やデータについて、

別の観点から検討してみるなど多面的に考察する力。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

本
単
元 

第１学年 

◆身の回りの事象について、個

数に着目し、簡単な絵や図な

どに表したり、読み取ったり

して事象の特徴を捉えるこ

と。 

 

 

 

第２学年 

◆身の回りにあるデ

ータを整理する観

点を決め、簡単な

表やグラフを用い

て特徴を捉え考察

すること。 

 

第３学年 

◆身の回りにある事象につい

て観点を決め、データを分

類整理して表やグラフに表

し、考察したり、見いだし

たことを表現したりするこ

と。 

 
 

第４学年 

◆目的に応じてデータを集め

て分類整理し、特徴や傾向

に着目して、適切なグラフ

を選択して表すことで判断

したり、結論について考察

したりすること。 

 

第５学年 

◆目的に応じてデータを集めて分類

整理し、データの特徴や傾向に着

目し、問題を解決するために適切

なグラフを選択して判断し、その

結論について多面的に捉え考察す

ること。 

◆測定した結果を平均する方法につ

いて考察すること。 

 

主
な
資
質
・
能
力
の
系
統 

学びに向かう力、人間性等 

日常の事象から見いだした問題を統計的に解決するよさに気付

き、データや問題解決方法、及びその分析結果を生活や学習に活

用しようとする態度。 

小学校 第６学年 D データの活用（１）「資料の調べ方」 

問
題 

計
画 

デ
ー
タ 

分
析 

結
論 

分
析 

結
論 

 

中学校 

◆データの分布と確率についての基礎的な概念や性質を理解すること。 

◆データを収集して分析したり、確率を求めたりできるようにすること。 

◆データの分布や母集団の傾向に着目して、その傾向を読み取り批判的に考察

し判断すること。 

◆不確定な事象の起こりやすさについて考察し表現すること。 

 

これら一連のプロセスは、「問題」から「結論」に向けて一方向に進ん

で行くものではなく、計画を立てながら問題を見直して修正を加えてみ

たり、グラフを作り直して分析したり、ときにはデータを集め直した

り、相互に関連し、行き来しながら進むものである。 

  《統計的探究プロセス》 

 

 

問題 ・問題の把握   ・問題設定 

計画 ・データの想定  ・収集計画 

データ ・データの収集  ・表への整理 

分析 ・グラフの作成  ・特徴や傾向の把握 

結論 ・結論付け    ・振り返り 

 《個々の子供の状況に応じた配慮》 

◇柱状グラフと棒グラフを混同して捉えてしまう場合は、２つのグ

ラフの表し方を比較し、横軸のラベルの違いに気付かせ、理解で

きるようにする。 

（例）柱状グラフは、量的データの分布の様子を分析する目的から、

階級に分けて集計し、横軸は数値軸となり、棒グラフと比較して、

長方形（柱）の隙間がないことなどを理解できるようにする。 

・得られた結論の意味や妥当性、問題解決の各段階が適切であったかについて振り返っ

ている姿。 

・整理し直した７日間の記録と全体の記録で出した結論を振り返って、妥当性について

批判的に考察したり、改善する余地がないかを検討したりしている姿。 

●データの特徴や傾向に着目し、代表値などを用いて問題の結論について判断する活動 

 

 

 
 
＊2 つのデータ（2 列跳びと 3 列跳び）の記録について、全体の様子はどのようになっ

ているのかな。 

分析・結論の部分 

（例） 

・目的に応じて代表値を求めたり、全体の傾向を知るために作成した柱状グラフから

データ全体の分布の様子を捉えたりし、その分析した結果から、問題の結論を見い

だし、判断すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈見いだした結論例〉 

「平均値では３列跳びが記録がよい。」「最頻値では２列跳びが記録がよい。」「3

列跳びが 36 回以上の記録が多いから 3 列跳びがよい。」「分布の形状を比べると

２列跳びのほうが左右の広がりが小さいから安定しており、最頻値の記録がよい

ので 2 列跳びがよい。」 

 

  ＊これまで練習を重ねてきたから、後半のデータに絞って記録を比較したらどうなる

かな。 

 

 

 

 

 

・データの特徴や傾向に着目し、代表値などを用いて問題の結論について判断している姿。 

・問題に対する結論をまとめ、さらなる問題を見いだしている姿。 

・何を根拠に判断しているのかを明確にさせるようにする。 

・チーム編成や並び方は妥当であったかなど、問題場面に振り返り、別の観点から考

察できるようにする。 

・目的に応じて代表値を求めたり、度数分布を表す表や柱状グラフからデータ全体の分布の

様子を捉えたりすることができるようにする。 

・代表値（平均値、最頻値、中央値など）やグラフの形状（全体の形、左右の広がりの範

囲、対称性）について考察できるようにする。 

解決したい問題 校内大縄跳び大会で優勝するためには、2 列跳びか３列跳びのどちらがいいかな。 

ウ 問題解決の過程や結果を、目的に応じて図や式などを用いて数学的に表現し伝え合う活動 

代表値での比較 

  ２列 ３列 

平均値 25.95 26.55 

中央値 27 26 

最頻値 30 26 

 

３列 最後の７日間の記録 ２列 最後の７日間の記録 

《他教科等との関連》 

【体育】第６学年「体力テストの結果」 
 
 
 
 


